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9：30 開始

17：00 終了

プログラム

＜セミナーのねらい＞
いい仕事をするために職場での「報連相」(情報の共有化)につ
いての考え方と実践ポイントの習得を図ります。

いい仕事をするための報告・連絡・相談の意味・目的と基本
の考え方を理解します。
職場での効果的な「報連相・コミュニケーション」のレベル
アップを図ります。
上司・同僚・部下・他部署との相互の信頼関係をつくり、職場の
チーム力を発揮するための具体的な行動を明確にします。

1.

2.

3.

職場の『報連相』レベルアップセミナー
『報連相』レベルを上げて職場活性化

オリエンテーション
1． 職場の報連相を振り返る

・ 職場の報連相の現状振り返り、課題整理
2． 報連相の基本の考え方
（1）報連相と仕事のマネジメント

・ 仕事に必要な２つの力
・ＰＤＣＡと報連相

（２）報連相で大切な３つのこと
・ 「報告・連絡・相談」の意義（定義と意味）
・ 3つの考え方（3つの視点・深度、レベル表）

3． 報連相のレベルアップ学習
（1）レベル表で振り返り学習

・ 報連相レベル表による振り返り
（２）報連相の実践ポイント

・ 指示命令の仕方・受け方と報告の仕方
・メールによる報告・連絡の具体的方法
・ 相談は対話コミュニケーション
・ 職場の報連相の相互レベルアップ

（3）事例研究
・ 職場の報連相の事例研究

4．研修の振り返りとまとめ
・レベル自己評価と自己育成計画書の作成
・ 1日の研修で気づいたこと、学んだこと

対　象 管理者、監督者、中堅社員、若手社員

日　時 ２０27年3月9日（火） ９:3０～１７:００

講　師 五十嵐　仁氏 （株）インタフェース 代表取締役

参加費
■ 会員 ： 23,100円（内税2，100円）
■ 一般 ： 28,600円（内税2，600円）

会　場 道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

定　員 30名（予定）

※昼食は各自でお取りください。

会員特別プログラム【会員無料】

2026年度 生産性労使フォーラム ＩＮ 北海道
労使の共通課題について、その背景や解決の方向性を探ります

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

■フォーラムのねらい
時代の流れと予測される変化、さらには経営を取り巻く諸課題など労使間に共通す
るテーマを選定し、道内外の第一人者を講師として、より専門的な立場から解説い
ただき、問題解決のために労使が果たすべき役割や改善の道筋について考えます。
■開催日時／２０26年１0月予定（午後３時間程度）
■対　　象／企業・労働組合・団体等の幹部、一般職員・社員
■会　　場／札幌市内ホテル
■参 加 費／■ 会員 ： 無料　■ 一般 ： 5，50０円（１名様・内税500円）
■これまでのメインテーマと講師陣 （組織・役職名は当時のものです。）

・「日本の生産性運動７０周年を迎え、生産性運動の軌跡を振り返り、持続可能な未来へつなぐ運動のあり方を考える」
／（公財）日本生産性本部 シニアフェロー  松川 昌義 氏

（公財）国際労働財団・（公社）教育文化協会 理事長  相原 康伸 氏
　・「グローバルな視点から雇用・労働問題や労働力不足を考える～“２０２４年問題”の影響と今後の課題・対応～」

／ＩＴＵＣ（国際労働組合総連合）会長  郷野 晶子 氏
日本大学生産工学部 教授 博士（工学）  鈴木 邦成 氏

　・「コロナ禍の時代を経て変容した社会・産業と労使を取り巻く環境　
　　～“ウィズコロナ”時代の北海道産業の展望と持続的成長の実現に向け労使で挑む生産性改革～」

／地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 理事長  小髙    咲 氏
全国労働組合生産性会議 副議長・情報産業労働組合連合会 中央執行委員長  安藤 京一 氏

2026年度 北海道生産性セミナー
生産性向上へのヒントを多面的な角度から考察します

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

■セミナーのねらい
道内外で活躍されている企業経営者、学識者、専門家の方から、生産性向上のた
めのヒントとなるような様々な視点からのテーマを選定し、ご講演いただきます。
■開催日時／【第１回】２０26年5月予定　【第２回】２０27年2月予定

　（いずれも午後の１．５時間程度）
※第1回セミナー終了後に会員交流会を開催予定。

■会　　場／札幌市内ホテル
■参 加 費／■ 会員 ： 無料　■ 一般 ： 5，50０円（１名様・内税500円）
■これまでの開催実績 （組織・役職名は当時のものです。）
・「人工知能の進化と未来社会～AI技術の最前線と社会実装への挑戦～」

／北海道大学大学院情報科学研究院 情報理工学部門複合情報工学分野調和系工学研究室教授  川村 秀憲 氏
　・「カーリングAI技術の未来とゲーム情報学の融合～スポーツと経営への応用可能性～」

／北海道大学大学院情報科学研究院 情報理工学部門複合情報工学分野教授  山本 雅人 氏
　・「北海道開拓の歴史と未来～北海道開拓の志しを学び次の時代に求められる価値を創造する～」

／（株）島津興業 代表取締役社長  島津 忠裕 氏
・「“社会との共創” 北海道のMONOづくり・価値づくりの発展に向けて～地方の理工系大学が地域の課題を解決する～」

／国立大学法人室蘭工業大学学長 工学博士・北海道生産性本部顧問・室蘭地区副支部長  空閑 良壽 氏

プログラム

レジリエンス強化セミナー
＜セミナーのねらい＞

１０：００ 開始

17：00 終了

レジリエンス（しなやかで折れない心）を養い、逆境・困難に立ち向かう力を鍛える

1． レジリエンスとは何か、その必要性とは
（１）「レジリエンス」とは何か
（２）「レジリエンス」の力を高める３つのフェーズ
（３）自己理解と自己コントロールから成長の土台を築く
（４）「レジリエンス」と働き方

２． トレーニング・フェーズⅠ
「ネガティブ感情に対処する“底打ち”」
（１）「ネガティブ感情」のラベリング
（２）「ストレス」への対応法

（３）物事に対する「捉え方のクセ」の自己理解 
3． トレーニング・フェーズⅡ

「レジリエンス・マッスルを鍛える“回復”」
（１）肯定的感情と否定的感情の比率をチェックする
（２）自分の「才能」や「資質」を発見する
（３）「自信」、「自己効力感」を高める

4． トレーニング・フェーズⅢ「逆境体験から学ぶ“教訓化”」
（１）あなたの真の「メンター」は誰？
（２）あなたの本当の「ウォンツ（「夢」や「志」）」は何？
（３）３つの「仕事観」
（４）根底にある「人間観」

コロナ禍以降も激しい環境変化が続くなか、組織のみならず
従業員一人ひとりが変化に対応し、パフォーマンスを発揮し
続けることが求められています。『重圧が高く変化の早い状
況でも柔軟に対応し、失敗や困難を成長へと導く力』と定義
される“レジリエンス”については、個々のストレス耐性を高
めることにより組織全体を活性化し、メンタル不調の未然防
止や若手社員のセルフマネジメント力向上、モチベーション
アップ、組織力強化、人材の定着率向上、プレッシャーに強い
リーダーの開発、営業力の強化などに広く活用され、その効
果を見せております。
本セミナーでは、グループワークを交えながら、レジリエンス
を養う技術を学び、セルフコントロール力の向上を図ります。

対　象 若手～中堅社員、職場リーダーの方、
人事・教育部門の管理者・担当者、労組役員

日　時 ２０２7年3月12日（金） １０：００～１７：００

講　師 吉田　和憲氏 認定レジリエンス・トレーニング講師
（一財）生涯学習開発財団 認定プロフェッショナルコーチ

参加費
■ 会員 ： 23,100円（内税2，100円）
■ 一般 ： 28,600円（内税2，600円）

会　場 道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

定　員 30名（予定）

※昼食は各自でお取りください。


